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論 文 題 目 移動音源存在時の指向性マイクを用いたブラインド音源分離

背景・目的
複数の信号源からの混合信号を，複数のマイクで観測するとき，その観測信号のみを用いて元
の信号に分離する技術をブラインド音源分離という．本研究は，音源の中に移動音源が存在して
いる場合の 2音源ブラインド分離を対象とする．そこで，指向性マイクの近接配置を用いて分離
する手法を提案する．

移動音源分離
音源が移動するときは，混合行列が変化し，それとともに分離行列を変化させなければならな
い．そこで，観測信号を短時間ブロックに分割し，そのブロックでは移動の影響は無視できるほ
ど小さいとしてそれぞれのブロックで分離する．

近接配置
本研究で提案した近接配置は図のように指向性マイクの受音部である先端部は同じ位置にし
て，異なった方向に向けて配置する．従来手法である非近接配置では音源の到達時間差の変化の
影響で，わずかに 10cm音源の位置が違うときの 2つの分離パラメータの相関係数がほぼ 0にな
る場合がある．一方，本研究で提案した指向性マイクを用いた近接配置を用いれば，音源が
50cm移動した場合の分離パラメータの相関係数は最低でも 0.5程度であった．したがって，近
接配置を用いれば，音源が移動した場合でも同一の分離パラメータで分離できる距離を大きくと
ることができる．

実験
近接配置を用いて実環境において，1つの移動音源，1つの固定音源からの混合信号の分離実

験を行い，S/N比で分離性能を評価した（表参照）．入力 SNRは混合信号の S/N比，出力 SNR
は分離信号の S/N比である．音源とマイクの距離が近いような場合に，固定音源を抽出するとき
に非近接配置では，3.6dBの分離性能だったところを，近接配置により，7.5dBまで改善された．
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図．近接配置

表．性能評価
固定音源 (dB) 移動音源 (dB)

入力 SNR 2.1 3.0

出力 SNR
非近接配置 3.6 10.5
近接配置 7.5 10.2
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